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資料２ 
平成２６年度市町村における使用済製品リユースモデル事業 

各モデル事業の進捗状況（中間報告） 

１．平成 26 年度モデル事業の概要 

市町村等とリユース事業者や市民団体・NPO 等とが連携し、リユースを促進するためのモデル

事業を実施する。平成 26 年度のモデル事業は、都道府県・市町村からの事業内容提案型として募

集し、地域の特性、状況や規模等を鑑みて検討した結果、東京都八王子市、神奈川県逗子市、愛

知県武豊町の２市１町で実施する。各地域のプランの概要は以下の通りである。 

 
 東京都八王子市 神奈川県逗子市 愛知県武豊町 

事業の 
名称 

リユースショップと連携し

た「大学リユース市」事業 
地域密着型リユース・ライ

フスタイルの普及促進事業 
たけとよリユースステー

ション 

事業の 
概要 

大学を卒業する学生が不要

とする家具等を、行政の支

援のもと、無償で新入生に

提供するイベント「大学リ

ユース市」を、中央大学、

リユースショップ、関連自

治体（多摩市・日野市）と

連携のもと実施する。 
また、学生と共同で「リユー

スショップ紹介冊子」を作

成し、大学や市のイベント

等で配布する。 

市内３ヵ所程度で住民間で

のリユースを実施するイベ

ント「エコ広場サテライト」

を開催。地域通貨「Zen」を

活用してリユース品の流通

の活性化を図る。 
また、市民へのリユース・

ライフスタイルの普及のた

め、パンフレット・パネル

等に加え、シンポジウムを

開催。 
また、リユースに関する情

報交換の仕組みとして、

Face Book を活用する。 

家庭に眠る「自分では使用

しないが、使用できるもの」

を住民間でリユースする取

組。住民から集めたリユー

ス品を会場に展示、参加者

が持ち帰るイベント「武豊

リユースパーク」を開催す

る。 
平成 22 年より上記イベン

トを実施しているが、常設

のリユース施設の開設を、

町内事業者と連携しながら

検討する。 

リユース 
対象品目 

家具類（収納ケース、机、

テーブル、ソファ等）、家電

製品、楽器、ゲーム機器、

CD・DVD、自転車など 

日用品・生活雑貨（食器、

台所用品等）、書籍、子ども

用品（おもちゃ等）、小型家

電など 

日用品・生活雑貨（食器、

台所用品等）、書籍、子ども

用品（おもちゃ等）、衣類・

服飾品、CD・DVD など 

役割分担 

【行政】企画・開催、広報、

残余品の処理 
多摩市、日野市と連携。 
【中央大学】企画・開催、

広報・周知（SNS 等活用）、

リユース品の提供・譲渡の

窓口 
【民間事業者】一部リユー

ス品の買取 

【行政】企画・開催支援、

市民への広報協力 
【市民団体】イベント企

画・開催、市民への広報資

料作成、残った製品の整理 
 

【行政】企画・開催、広報、

残余品の管理・処理 
【ボランティア団体等】

残った製品の有効活用 
【民間事業者】常設リユー

ス施設の運営 

実施日 大学リユース市は 3 月下旬

に開催 

エコ広場サテライトは12～
2 月に 3 ヵ所で各 2 回ずつ

開催 
シンポジウムを 1 月に開催 

「武豊リユースパーク」を

10 月 26 日（日）に開催、

常設リユースステーション

は 12 月中開店を目指す 
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２．モデル事業の実施状況（中間報告） 

２.１  東京都八王子市 

（1）実施するリユースモデル事業の概要 

1）プランの概要 

大学を卒業する学生が不要となった家具等を、行政の支援のもと、無償で新入生に提供するイ

ベント「大学リユース市」を、中央大学、リユースショップ、関連自治体（多摩市・日野市）と

連携のもと実施する。中央大学 FLP 環境プログラム・佐々木創ゼミの学生が主体となり、中央大

学の卒業生に向けてリユース品の提供を呼びかけるとともに、家具等の大型のリユース品につい

ては、八王子市が回収を行う。回収したリユース品は、3 月 26 日から 4 月 6 日にかけて、イベン

ト「大学リユース市」にて新入生への提供を実施する。また、リユース品の一部をリユースショッ

プに売却し、最終的に余ったリユース品については、八王子市が処理を行う。 

また、学生と共同で八王子市周辺のリユースショップを紹介し、市民にリユースショップの利

用を促す「リユースショップ紹介冊子」を作成し、大学や市のイベント等で配布する。 

 

① 対象品目 

卒業生から提供いただくリユース品は、衣類、書籍、ゲーム、CD・DVD、収納ケース、カラー

ボックス、扇風機、テレビ台、机、テーブル、椅子、ソファー、スタンドミラー、棚、楽器（ギ

ター・ベース）、小型家電などとしている。扇風機、小型家電に関しては、製造年が 5 年以内の

ものとする。引取にあたっては、学生が「回収物品点検表」をもとにチェックをして引取の可

否を判断する。余ったリユース品については、八王子市が廃棄物として処理を行う。 
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② 取組の概要 

「大学リユース市」開催に向けた事前準備等を含めたスケジュールは下記の通りである。 

中央大学の卒業生向けの広報を行った後に、リユース品の収集を行う。2 月 23 日現在で 3 回

の回収を行っており、54 点のリユース品が集まっている。3 月 22 日までの間に、あと 7 回のリ

ユース品の回収を予定している。3 月 26 日～4 月 6 日にて、リユース市を実施し、収集したリ

ユース品を新入生に無償で引渡を行う予定である。 

また、3 月 23 日又は 24 日に、収集したリユース品の査定をリユース事業者が実施する予定で

ある。査定結果とリユース市での引取り状況を分析し、「売れるもの(リユースショップのニー

ズがあるもの)」はリユースショップを活用し、「売れないが使えるもの」はリユース市のよう

なリユースイベントを活用するというように、様々な形でのリユースの循環を検討するための

取り組みである。 

リユース市の実施後は、残ったリユース品の処理を行うとともに、効果測定、来場者アンケー

トの集計等を行う予定である。 

 

「大学リユース市」開催に向けたスケジュール 
日時 取組内容 

事前準備 ・広報活動（学園祭での出展、ちらしのポスティング、ウェブページ、ツイッ

ターでの発信など） 
・関係者との調整などの事前準備 
・リユース品の収集の実施（1 月から 3 月までの間に合計 10 回の回収、持ち

込み品も受付） 
3 月 23 日（月）又は 
3 月 24 日（火） 

・リユース事業者による回収品の査定 
（次年度以降の持続的な取り組みに向けてのデータ収集） 

3 月 26 日（木） 
～4 月 6 日（月） 
大学リユース市開催 

・大学リユース市の実施 
 （参加者にはアンケート調査を実施予定） 

効果測定・成果取り

まとめ 
・残ったリユース品の処理 
・効果測定、来場者アンケートの集計等 

 

また、同時に「リユースショップ紹介冊子」の作成を行った。リユースショップ紹介冊子は、

日本リユース業協会に紹介して頂いた会員企業 24 店舗を掲載した。（参考資料として配布） 

あわせて、地域のリユースショップ紹介のために別紙として「八王子市リユースショップ店

舗一覧表」も作成した。(「八王子市エコショップ認定店1」から 6 店舗を掲載している。) 
リユースショップ紹介冊子は、啓発イベント等で配布し活用することを予定している。 

(2 月 7 日に行った「消費生活フェスティバル」で約 160 部を配布し、アンケート調査も実施

した。) 

 

  

                                                   
1 http://www.city.hachioji.tokyo.jp/gomi/5797/5965/index.html 
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③ 役割分担 

八王子市及び中央大学は「大学リユース市」の主催者として、開催に向けた企画・準備・広

報・リユース品の回収・当日運営・効果測定等を分担して実施する。また、八王子市は学生か

らの意見を取り入れながら、「リユースショップ紹介冊子」を作成した。 

 

2）広報・PR の方法 

10 月 31 日、11 月 2 日の第 48 回中央大学白門祭にて、「大学リユース市」を宣伝するためのブー

スを出展し、「大学リユース市」を告知するちらしの配布や昨年の取組の紹介を行った。 

また、中央大学の学生限定のアパートである「C’s」のうち、八王子市内、日野市内、多摩市

内の物件に 12 月中旬～下旬、1 月下旬～2 月上旬にポスティングを行った。 

加えて、ウェブページやツイッターでの情報発信も継続的に行っている。 

 

（2）モデル事業の利用状況・効果について（中間報告） 

※詳細については、第 17 回研究会において八王子市より紹介いただく予定。 

1）今後の予定 

・卒業生からリユース品の回収（7 回） 

・リユース事業者による回収品の査定 

・大学リユース市の実施 

・来場者アンケートの結果整理 

・「大学リユース市」の改善点、次年度以降の計画の検討 ／など 
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ポスティング用のちらし 

取扱い物品
衣類、書籍、小型家電（調理器具、暖房器具を除く）、棚、机、
収納ケース、カラーボックス、スタンドミラー、椅子 など
＊場合によって扱えない物品がありますので、ゼミ生にご相談ください

物品が持ち込み可能に
前回は、３月に物品をご自宅まで引き取りに伺っていましたが、
それに加え物品の持ち込みの受付を行います。
日時：１２月と１月の登校日

毎週月曜日と木曜日の昼休み
場所：６号館７号館間のペデ下(学生課、厚生課上の屋内)
衣類や書籍など手軽に持ち運びできるものを提供したいとお考
えの方は、ぜひお気軽にお越しください！

←昨年度の様子

リユース市とは？
昨年度からFLPの佐々木ゼミで開催をはじめ、今年は環境省
のモデル事業に採択されました。八王子市、日野市、多摩市
で一人暮らしをしている中大生がまだ使えるにもかかわらず
不必要になった生活用品を新入生と在校生に受け渡すイベン
トです。今年は、３月の下旬から、４月の上旬にかけて開催
予定です。

回収予定日
回収希望の方のご自宅まで引き取りに伺います。ご希望の方は、
下記のホームページにアクセスしてください。
回収予定日：１月９日 １６時から

２月 上旬１回下旬２回 ３月 複数回
主な対象地域：八王子市・日野市・多摩市内のc’s、

八王子市内の東中野・堀之内・大塚地域
＊２月・３月の時間は未定です
またその他の日にち、地域はゼミ生にお尋ねください

詳しくは 「中央大学 リユース市」で検索
http://reuseproject-chuo.jimdo.com/
Twitter：中央大学リユース市 @chuo_reuse1
Mail： chuo_reuse1＠yahoo.co.jp  
八王子市連絡先：八王子市 資源循環部 ごみ総合相談センター
TEL：042-696-5353  (直通)

主催：中央大学(実施主題:FLP環境プログラム佐々木ゼミ) ・八王子市 協力：環境省

生活用品
私たちが引き取ります

不要になった
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＜学園祭での様子＞             ＜回収したリユース品の一例＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜回収したリユース品の一例＞         ＜回収したリユース品の一例＞    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜回収したリユース品の一例＞ 
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２.２  神奈川県逗子市 

（1）実施するリユースモデル事業の概要 

1）プランの概要 

市役所に常設された不用品交換スペース「エコ広場」をモデルとして、市内３地域において出

張「エコ広場」をイベント的に開設し、常設または定期的な開催の可能性を検討する。 

また、リユースシンポジウム「捨てる！技術、自分らしい生き方」の開催、市内のリユースショッ

プ等を紹介したパンフレットを作成・配布し、市民に対するリユースの普及啓発を行う。 

① 対象品目 

図表 1 は出張エコ広場の対象品と除外品である。 

 

図表 1 出張エコ広場の対象品と除外品 
分類 対象品 

対象品 
陶器・ガラス器、台所道具、日用雑貨、人形・おもちゃ、洋服・靴

（洗濯済の新しいもの）、服飾品・バッグ、小型家電（30cm くらい

まで）、書籍・絵本、CD・DVD 

除外品 スキー・ゴルフ用品、家具、大型家電、食品 
カビ・汚れ・壊れのあるもの 

 

② 取組の概要 

出張エコ広場は、12 月 12 日、13 日に市の体験学習施設「スマイル」、1 月 23 日、24 日に西

友逗子ハイランド店前、2 月 20 日、21 日に久木会館の市内 3 地域において実施する。 

各会場で不用品の持ち込みと持ち帰りによる無料交換を 2 日間実施し、持ち込みをした参加

者に対しては逗子の地域通貨「Zen（ぜん）」と交換できるエコポイント 1 ポイントを発行する。

（10 ポイントで１Zen（100 円相当）と交換可能）展示する不用品は当日受付のほか、市役所の

エコ広場へ提供された不用品の一部を展示する。 

イベント当日の持ち込み量及び持ち帰り量は、会場内に設置した受付で品目ごとに計量し、

ごみの削減量を計測する。また、対象者にアンケートへの協力を依頼して、イベントに対する

感想や今後の利用について把握する。 

また、イベント後に余った不用品については、市役所のエコ広場に持ち帰り、展示を行う。 

③ 役割分担 

逗子市役所はイベント全体の進捗・実行管理を行い、市民団体である「逗子ゼロ・ウェイス

トの会」がちらしの作成、当日の運営作業を行う。 

2）広報・PR の方法 

「広報ずし」での案内のほか、地域ごとにちらしを作成し、会場周辺の地域で戸別ポスティ

ングを実施する。 
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（2）モデル事業の利用状況・効果について（中間報告） 

※詳細については、第 17 回研究会において逗子市より紹介いただく予定。 

1）出張エコ広場の開催 

第１回、第２回の来場者数、持ち込み及び持ち帰りの件数・重量の実績を以下に記す。第 1 回、

第 2 回ともに子育て支援施設やスーパーマーケットに隣接する場所で開催したため、立ち寄る参

加者が多く、来場者数が多くなっている。 

 

図表 2 出張エコ広場の利用状況実績 
 

来場者数 
持ち込み 持ち帰り 

件数 重量(kg) 件数 重量(kg) 
第 1 回 437 83 175 189 108 
第 2 回 593 144 364 111 155 

 

図表 3 第１回出張エコ広場の様子 

 
 

図表 4 及び図表 5 は、出張エコ広場の第１回、第２回の持ち込み・持ち帰り量の実績である。

第１回は子連れの参加者が多かったため、洋服、おもちゃ・人形等の持ち込み、持ち帰り量が多

かった。第２回は、スーパーマーケットに隣接していたため、主婦層の参加が多く、洋服、食器、

台所道具、日用雑貨の持ち込み、持ち帰り量が多かった。出張エコ広場の開催場所によって参加

者の属性に違いがあり、持ち込み・持ち帰りされる不用品の種類にも違いが表れた結果となった。 
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図表 4 出張エコ広場第１回の持ち込み・持ち帰りの量(㎏) 

 
 ＊「おもちゃ・人形・土産品」の持ち帰り量が持ち込み量を大きく上回っている理由は、第 1 回会場では子

連れの参加者が予想されたことから市役所のエコ広場から子ども向けのおもちゃを持ち込んで展示した

ためである。 
 
 

図表 5 出張エコ広場第２回の持ち込み・持ち帰りの量(㎏) 
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2）リユースシンポジウムの開催 

1 月 18 日（日）に逗子市文化プラザさざなみホールでリユースシンポジウム「捨てる!技術、

自分らしい生き方」を開催し、約 130 名が参加した。 

第 1 部ではモデル事業の取組みを紹介した後、第 2 部では辰巳渚氏から「スッキリ暮らす！素

敵な生き方」と題し、大量消費社会におけるものとの上手な付き合い方とリユースを取り入れる

コツについての講演があった。第 3 部では、会場を交えた意見交換が行われ、「逗子のリユース

ショップについて知ることができた」「今後エコ広場を使ってみたい」等の意見が述べられた。 

 

図表 6 逗子リユースシンポジウムのプログラム 
 内容 

第１部 

モデル事業報告「いいね！リユース 逗子のまちから」 

・リユースマップ作成のインタビューから見えてきたこと  
進藤和子（リユースマップ編集チーム） 

・ママはリユース上手 
村上朝鼓（はっぱの広場） 

・エコ広場ずしから「地域」エコ広場へ 
松本真知子（逗子ゼロ･ウェイストの会） 

第２部 
講演「スッキリ暮らす！素敵な生き方」 

講師：辰巳渚 氏（生活哲学家 家事塾主宰 「『捨てる！』

技術」著者） 

第３部 意見交換「いいね！リユース 逗子から始めよう新しい風」 

 

図表 7 シンポジウムの様子 

 
会場内の様子（左）、第 3 部の意見交換（右） 

3）リユースパンフレットの作成 

市内のリユースショップを紹介するパンフレット「リユース生活のススメ」を作成し、28,000

部を印刷して市内全戸にポスティングを行い、市内の商店、リユースショップ及び公共施設など

に配架した。 
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逗子市出張エコ広場ちらし（第２回） 表（左） 裏（右） 
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逗子市シンポジウムちらし  表（左） 裏（右） 



- 13 - 

 

    

逗子市リユースパンフレット（表紙（左）、裏面（右）） 
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逗子市リユースパンフレット（見開き） 
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4）効果測定について（今後の予定） 

・リユースに関する実績整理（第３回） 

・来場者アンケートの結果整理 

・「出張エコ広場」の改善点、次年度以降の計画の検討 ／など 
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２.３  愛知県武豊町 

（1）実施するリユースモデル事業の概要 

1）プランの概要 

平成 23 年より住民から集めたリユース品を会場に展示、参加者が持ち帰るイベント「武豊リ

ユースパーク」を実施しているが、その仕組みを踏襲して常設のリユース施設「武豊リユースス

テーション」の開設を町内事業者と連携しながら検討する。 

「武豊リユースステーション」は資源回収拠点である「たけとよエコステーション」に併設す

る形で平成 27 年 1 月 6 日（火）に開設した。 

 

① 対象品目 

町民の方から提供いただくリユース品は、「キッチン用品」、「日用雑貨品」、「育児関係」、「衣

料品関係」、「本・CD・DVD・ゲーム」とし、町が指定する処理困難物、家電リサイクル法対象

品目（冷蔵庫・冷凍庫、テレビ、洗濯機・衣類乾燥機、エアコン）等は対象外とした。 

一定期間、引き取り手が現れなかったリユース品については、資源物として処理可能なもの

はエコステーションで引き取る。資源物として処理できないものについては、武豊町にて適正

処理を行う。 
 

「武豊リユースステーション」で対象としたリユース品 
品目 受付できない品目 

キッチン用品 ・汚れ、破損のひどい品物 
・部品が欠品しており、機能に支障があるもの 
・町の指定で処分する“処理困難物”として扱われるもの 
・家電リサイクル法の対象製品 
・危険物、動植物、飲食物、化粧品、医薬品、その他法律上

販売が禁止されているもの 
・無線機など、使用の際に専門の知識を要するもの 
・個人情報が漏えいする恐れのあるパソコンの周辺機器 

日用雑貨品 

育児関係 

衣料品関係 

本・CD・DVD・ゲーム 

 

② 取組の概要 

リユースステーション開設に向けて、エコステーションの運営事業者である株式会社エイゼ

ンと協議して、リユースステーションの運営方法の検討を行った。11 月に広報用ちらし・ポス

ターを作成し、町内の施設へ配布するとともに、イベントなどで取組の紹介を行った。 

リユース品の提供は、エコステーションが営業している月～土曜日の 9：00～15：00 に受け

付けている。リユース品を持ち込んだ町民は施設内のリユースボックスにリユース品を入れ、

係員からリユース交換券を受け取る。 

リユース品の交換は、火・水・木の 13：00～15：00 に受け付けている。施設内に展示されて

いるリユース品の中に受け取りを希望するリユース品があれば、リユース交換券と引き換えに

リユース品を持ち帰る。 

提供されたリユース品の品目別の重量や交換されたリユース品の品目別の重量、リユース品

提供者数、交換者数などの記録を行う。 
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③ 役割分担 

武豊町は「リユースステーション」の責任者として、開設に向けた企画・準備・状況確認・

効果測定等を行う。エコステーションの運営事業者でもある株式会社エイゼンは、運営準備、

リユース品の受付・提供、リユース品の整理・展示、重量等の測定、アンケートの実施等を行

う。 

 

 



- 18 - 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武豊町ちらし 
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2）広報・PR の方法 

ちらし・ポスターの町内施設への配布、広報及びホームページへの記事の掲載、ごみに関する

問い合わせの際の紹介などを実施した。 

 

（2）モデル事業の利用状況・効果について（中間報告） 

※詳細については、第 17 回研究会において武豊町より紹介いただく予定。 

1）モデル事業の利用状況について（中間報告） 

武豊リユースステーションの 1 月の提供重量、リユースされた重量、廃棄された重量は下記の

通りである。日用雑貨品やキッチン用品のリユースされた重量が多くなっている。 

利用者数も提供者が 20～40 名程度、交換者が 10～20 名程度と順調に推移している。 

 

武豊リユースステーションの利用状況実績（1 月分，単位：kg） 
 キッチン

用品 
日用雑貨品 育児関係 衣料品関係 本 合計 

リユース品 
提供重量 

90.5 
(20.3) 

157.0 
(30.9) 

26.1 
(0.9) 

109.5 
(41.0) 

145.7 
(50.0) 

528.8 
(143.1) 

リユースされ

た重量 
30.1 97.5 1.5 8.7 0.4 138.0 

廃棄重量 8.4 3.6 0 44.4 2.3 58.7 
   ※（）内は武豊リユースパークの残品及び事前の提供品の重量 
 

武豊リユースステーションの利用人数（1 月分） 
 

提供者数 交換者数 

第 1 週目 37 12 
第 2 週目 29 9 
第 3 週目 38 18 
第 4 週目 22 14 
合計 126 53 

 
 

2）効果測定について（今後の予定） 

・リユースに関する実績整理 

・来場者アンケートの結果整理 

・「リユースステーション」の改善点、次年度以降の計画の検討 ／など 
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「武豊リユースステーション」の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ガソリンスタンドを改修したエコステーション＞  ＜リユースステーションの入り口＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜リユース品の受付場所＞          ＜リユース品の陳列の様子＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜衣類＞                  ＜おもちゃ＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜リユース交換券＞          ＜リユース交換用紙（申込用紙）＞ 
（以上） 


